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石
川
県
鳳
至
郡
門
前
町
に
お
け
る
出
産
の
近
代
化

一
、
は
じ
め
に

二
、
石
川
県
鳳
至
郡
門
前
町
本
市
村

の
概
観

三
、
本
市
村
の
出
産
の
変
化

a
、
本
市
村
の
伝
統
的
出
産

b
、
新
し
い
産
婆
の
誕
生
(大
正

一
〇
年
ー
昭
和

=

ハ
年
)

c
、
個
人
開
業
の
助
産
婦
の
時
代
(昭
和

一
七
年
～
昭
和
二
九
年
)

d
、
産
婦
人
科
医
の
登
場
(
昭
和
三
〇
年
～
昭
和
三
八
年
)

e
、
施
設
分
娩
の
時
代
(
昭
和

三
九
年
ー
)

四
、
お
わ
り
に

、

は

じ
め

に

日
本

の
出
産
は
明
治
以
後
、
伝
統
的
出
産
か
ら
西
洋
医
学
を
と
り
い
れ
た
近

代
的
出
産

へ
と
急
速
に
変
化
し
た
。
と
く
に
大
正
、
昭
和
の
八
○
年
間
に
は
、

"産
め
よ
殖
や
せ
よ
"
の
時
代
、
戦
後
の
受
胎
調
節
の
普
及
を
経
て
、
多
産
多

死
か
ら
少
産
少
死
へ
、
無
介
助
あ
る

い
は
助
産
婦
に
よ
る
分
娩
介
助
か
ら
医
師

に
よ
る
分
娩
介
助

へ
、
ま
た
出
産
場
所
も
家
庭
分
娩
か
ら
病
院
な
ど
施
設
で
の

入
院
分
娩

へ
と
、
出
産
を
と
り
ま
く
状
況
は
短
期
間
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

っ

た
。
現
在
の
よ
う
に
医
師
.の
立
ち
合
い
に
よ
る
施
設
内
分
娩
が

一
般
化
し
た
の

は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
に
は
、
病

院
、
診
療
所
、
助
産
所
な
ど

に
お
け
る
施
設
内

で
の
出
生
割
合
は

一
七

・
六

%
、
自
宅
、
そ
の
他
に
お
け
る
施
設
外
分
娩
が
八
二

・
四
%
で
あ

っ
た
も
の

が
、
五
年
後
の
昭
和
三
五
年
に
施
設
内
が
五
〇

・
一
%
と
な
り
、
昭
和
四
〇
年

に
は
施
設
内
分
娩
が
八
四

・
○
%
、
施
設
外
分
娩
は

一
六

・
○
%
と
な

っ
た
。

ま
た
、
家
庭
分
娩
か
ら
施
設
分
娩

へ
の
移
行
に
と
も
な

い
、
分
娩
介
助
者
も
助

産
婦
か
ら
医
師

へ
と
変
化
し
た
。
そ
し
て
昭
和
六
〇
年
現
在
、
九
九

・
八
%
ま

で
が
施
設
内
分
娩
と
な
り
、
医
師
の
立
ち
合

い
に
よ
る
出
産
は
九
六

・
九
%
と

な

っ
て
い
る
。
T
)

本
稿
で
は
、
昭
和
五
九
年
入
月
か
ら
昭
和
六
二
年
の

一
〇
月
の
三
年
間
に
わ

た

っ
て
行

っ
た
石
川
県
鳳
至
郡
門
前
町
字
本
市
に
お
け
る
村
落
調
査
を
も
と

に
、
日
本
の
あ
る
特
定
地
域
で
の
出
産
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に

つ
い
て
、
調
査
資
料
を
詳
細
に
提
示
し
て
い
く
。
と
く
に
、
政
府
公
認
の
産

婆
、
助
産
婦
が
果
た
し
た
役
割
に
注
目
し
、
ま
た
そ
の
時
々
の
国
家
の
政
策
を

平
行
さ
せ
な
が
ら
門
前
町
の
出
産
の
変
化
を
た
ど

っ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の
変

化
を
も
た
ら
し
た
背
景
、
要
因
を
さ
ぐ
り
な
が
ら
大
正
、
昭
和
期
の
日
本
の
出
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産
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
一、
石
川
県
鳳
至
郡
門
前
町
本
市
村
の
概
観

石
川
県
鳳
至
郡
門
前
町
は
、・
能
登
半
島

の
北
東
部
に
位
置
し
、
町
の
中
心
で
あ

る
総
持
寺
の
あ
る
字
門
前
ま
で
は
、
金
沢
か
ら
穴
水
駅
ま
で
J
R
七
尾
線
急
行

で
二
時
間
、
穴
水
か
ら
は
バ
ス
で
三
〇
分
を
要
す
る
。
門
前
町
は
、
町
の

一
〇

分

の
八
ま
で
が
山
林
で
、
西
の
海
岸
線
に
は
山
が
迫
り
、
隣
接
す
る
輪
島
市
、

穴
水
町
、
富
来
町
と
は
峠
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
([
地
図
1
]
)町
村
合
併
に
よ

り
現
在

の
門
前
町
が
で
き
た
昭
和

三

一
年
に
は

一
九
、
○
〇
三
人
で
あ

っ
た

人

口
は
、
昭
和
五
九
年
現
在
.】
一
、
五
六
三
人
と
な
り
急
速
に
過
疎
化
し
て

い
る
。

私
が
調
査
を
行

っ
た
、
門
前
町
字
本
市
は
、
字
門
前
よ
り
東

へ
ニ
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、「
八
ケ
川
の
南
岸
に
位
置
し
、
門
前
か
ら
輪
島

へ
通
ず
る
国
道
二
四
九
号

線
と
、」

門
前
か
ら
穴
水
に
至
る
主
要
地
方
道
の
分
岐
点
に
あ
る
。
葉
落
は
舌
状

台
地

の
麓
に
あ
り
、
村
の
後
方
に
は
す
ぐ
に
山
が
控
え
、
村
の
前
方
は
八
ケ
川

沿

い
に
水
田
が
開
か
れ
て
い
る
つ
(
[地
図
2
]
)

も
と
心
と
は
農
業
が
主
な
生
業

で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
農
業
は
副
業
と
な

り
Y
土
建

・
建
設
業
、
製
材
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
飲
食
店
、
船
員
、
教
員

な
ど

の
職
業
が
多

い
。
ま
た
、
昭
和

二
〇
年
代
ま
で
は
、
長
野
県
方
面

へ
村
の

働
き
盛
り
の
男
子
の
多
く
が

「
漆
掻
き
」

へ
出
か
け
た
。

「漆
掻
き
」

へ
は
、

四
月
中
頃
に
出
村
し
ハ

、=

月
北
帰
村
す
る
。
・、
「加
賀
藩
に
お
廿
る
漆
稼
の
研

究
」
は
、

「
伊
藤
家
文
書
」
の
史
料
を
も
と
に
江
戸
時
代
の
本
市
村
の

「漆
掻

き
」

つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
寛
政

一
一

(
一
七
九
九
)

年
、
本
市
村

の
戸
数
は
四
八
戸
、
男
子
は

一
〇
八
人
、
そ
の
う
ち
三
〇
名
が
こ

の
年
越
中
な
ど

へ

「
漆
掻
き
」

へ
出
か
け
て
い
る
と
.記
録
さ
れ
て
い
る
。
(,
)

昭
和
六
二
年
現
在

の
本
市
村

の
戸
数
は
七
六
戸
、
人
口
は
二
七
五
人
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
戦
後
村
は
ず
れ
に
作
ら
れ
た
町
営
の
本
市
住
宅
は
、
住
民
の
出

入
り
が
激
し
く
、
こ
れ
を
除
く
と
、
本
市
村
は
、
六
七
戸
、
人
口
は
二
六
〇
人

と
な
る
。
ま
た
現
在
、
村
は
八
班

に
分
か
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
六
班

だ

っ
た
。
村
の
老
人
の
話
に
よ
る
と
、

「明
治
に
な

っ
て
民
有
権
が
認
め
ら
れ

る
ま
で
各
家
の
耕
地
面
積
は
決
ま
っ
て
い
た
が
、
村
の
な
か
の
ど
の
土
地
を
耕

す
か
は
、
二
年
ご
と
の
話
し
合

い
に
よ

っ
て
決
め
て
い
た
。
ま
た
、

"
本
市
で

は
分
家
を
許
さ
ず
"
と
い
う
不
文
律
が
あ
り
、
長

い
間
四
七
戸
と

い
う
戸
数
を

守
り
、
家
の
な

い
次
男
、
三
男
は
村
の
外

へ
働
き
に
出
た
。
明
治
に
入
り
村
で

一
番

の
土
地
持
ち

の
山
下
家
が
分
家
し
た
の
を
き

っ
か
け
に
分
家
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
」
と

い
う
こ
と
だ
。

『
門
前
町
史
』
に
よ
る
と
明
治

=
ハ
年

叢
は
、
村

の
戸
数

は
五
七
戸
、
人
口
は
、
三
〇
六
人
に
増
え

て
い
る
。
(、
vこ

の
後
村
の
戸
数
が
増
え
た
の
は
特
に
戦
後
、
昭
和
三
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

本
市
村
の
地
図
に
示
し
た
通
り
、
も
と
も
之
の
集
落
は
山
沿

い
に
あ

っ
た
が
こ

れ
が
国
道
二
四
九
号
線
沿
い
に
の
び
て
き
て
い
る
。
こ
の
戸
数
の
増
加
に
と
も

な

っ
て
本
市
村
で
は
、
[
宮
町
]
[中
町
]
[貝
蛇
地
]
[奥
土
地
][
上
地
][
下
地
]
の

六
班
に
新
た
に
[山
崎
][
栄
町
]
の
二
班
が
加
え
ら
れ
た
。
本
調
査

の
村
人
か
ら

の
聞
き
取
り
で
は
、
現
在
の
本
市
村
六
七
戸
の
う
ち
、
本
家
は
三
八
戸
、
分
家

は
二
〇
戸
、
他
の
村
か
ら
の
移
入
が
九
戸
で
あ
り
、
明
治
以
後
絶
え
た
家
は
七

戸
と
な

っ
て
い
る
。
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過
疎

の
門
前
町
に
あ

っ
て
本
市
村

の
戸
数
が
増
え
た
の
は
、
本
市
が
、
門
前

か
ら
穴
水
、
輪
島

へ
至
る
道
路

の
分
岐
点
に
あ

る
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ

る
。
し
か
し
、
村

の
人
口
そ
の
も

の
は
増
え
て
お
ら
ず
、
村

の

一
戸
あ
た
り

の
家
族
数
は
、
寛
政

一
一

(
一
七
九
九
)
年
の
男
子

一
〇
八
名
を
二
倍
し
て
村

の
人
口
を
一
二

六
名
と
考
え
る
と
、

五

↑
七
〇
人
/
戸
、
明
治

=
ハ
年
で
は
、

五

・
三
七
人
/
戸
、
昭
和
六
二

(
一
八
八
三
V
年
現
在
で
は
、
三

・
八
八
人
/

戸
と
な

っ
て
い
る
。
本
市
村
で
は
わ
ず
か
の
土
地
に
し
が
み
つ
い
て
農
業
を
生

業
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
各

家
が
、
ま
た
村
全
体
が
養
い
う
る
成
員
の

数
は
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

三
.
本
市
村
の
出
産
の
変
化

本
市
村

の
概
観
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
た
が
、
こ
れ
か
ち
本
市
村
の
大
正
、

昭
和
期

の
出
産
の
変
化
に

つ
い
て
述

べ
る
。
こ
こ
で
は
、
昭
和
六
〇
年

一
一
月

に
お
こ
な

っ
た
出
産
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
ま
と
め
る
。

こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
村

の
既
婚
の
経
産
女
性
を
対
象
と
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収

率
は
約
七
九
%
、
回
答
者
は
七
入
名

(
本
市
住
宅
の
女
性

二
名
を
含
む
)
で

あ

っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
氏
名
/
生
年
月
日
/
実
家
所
在
地
/
学
歴

/
職
業
/
産
児
数
/
出
産
年
/
出
産
場
所
/
分
娩
介
助
者
/
出
産
形
態
/
出
産

の
際
実
家
に
戻

っ
て
い
た
日
数
/
産
育
儀
礼

の
項
目
で
あ
る
。
七
八
名

の
回
答

に
よ
っ
て
、
大
正

一
〇
年
か
ら
昭
和

五
八
年
ま
で
の
本
市
村
の
.出
産
に

つ
い
て

二
〇
八
例
の
情
報
を
得
た
。
こ
の
二
〇
六
例
を
出
産
年
順
に
並

べ
た
の
が
、

[
表
1
(
b
～

e
)]
で
あ
る
。
こ
の
表

の
各
項
目
は

[1
出
産
年
]
、

[n
産
婦

の
実
家
]、

[皿
出
産
場
所
]
、

[W
分
娩
介
助
者
(赤
ん
坊
を
取
り
上
げ
た
人
)

]、

[
V
分
娩

の
世
話
を
し
て
く
れ
た
人

(直
接
赤
ん
坊
は
取
町
上
げ
ず
)
]
、

[
W
分
娩
姿

勢
]
、

[
W
出
産

の
際
実

家
に
戻

っ
て

い
た

日
数

]
、

[
珊

産
育
礼
儀
]
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
号
に
つ
い
て
の
説
明
は
別
表
に
ま
と
め

た
。こ

の
表
の
年
代
に
そ

っ
て
、

a
、
本
市
村
の
伝
統
的
出
産
、
b
、
新
し
い
産

婆

の
誕
生

(大
正

一
〇
年
ー
昭
和
」=
ハ
年
)
、

c
、
個
人
開
業
助
産
婦
の
時
代

(
昭
和

一
七
年
ー
昭
和

二
九
年

)、
d
、
産
婦
人
科
医
の
登
場

(
昭
和
三
〇
年

ー
昭
和
三
九
年
)
、

e
、
施
設
分
娩
の
時
代

(
昭
和
三
九
年
～
)
の
順
に
本
市

村

の
出
産
の
変
化
を
た
ど

っ
て
い
く
。
年
代
の
区
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お

い
て
本
市
村

の
出
産
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
し
や
す
い
よ
う
に
便

宜
上
右
の
よ
う
に
区
分
し
た
。
な
お
、

a
で
は
本
市
で
従
来
通
り
の
伝
統
的
出

産
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
、
b
で
は
免
状
を
も

っ
た
正
式
な
産
婆

(個
人
開
業

助
産
婦
)
の
登
場
に
よ
り
、
は
じ
め
て
出
産

に
西
洋
医
学
が
導
入
さ
れ
た
時

期
、

c
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
国
家
に
よ
る
出
産
管
理
が
強
化
さ
れ
た
時

期
と
、
戦
後
に
産
児
数
が
急
増
し
、
妊
産
婦
と
個
人
開
業
助
産
婦
の
結
び
付
き

が
密
接
に
な

っ
た
時
期
、
d
は
村
で
も
人

口
中
絶
、
避
妊
手
術
を
受
け
る
者
が

多
く
な
り
、

一
方
で
助
産
婦
に
よ
る
受
胎
調
節
指
導
が
行
わ
れ
、
ま
た
正
規
産

に
も
医
師
が
か
か
わ
り
は
じ
め
た
時
期
、

e
は
家
庭
分
娩
が
お
こ
な
わ
れ
な
く

な
り
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
、
」門
前
町
中
央
診
療
所
、
病
院
な
ど
で
の
施
設
入
院

分
娩
が

一
般
化
し
た
時
期
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。
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a

本
市
村
の
伝
統
的
出
産

本
市
村
で
は
、
田
植
え
が
す
む
と

、
多
く
の
家
で
は
働
き
盛
り
の
夫
が

「
漆

掻
き
」
に
出
か
け
る
。
婚
家
に
お

い
て
嫁
は
貴
重
な
労
働
力
で
あ

っ
た
。
田
植

え

や
タ
ノ
ク
サ
ト
リ
は
近
所
が
五
、
六
軒
を
集
ま

っ
た

ユ
イ
で
協
力
し
て
行
わ

れ
る
が
、
稲
刈
り
は
各
家
が
別
々
に
お
こ
な

い
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家

で
日
雇
い
を
頼
ん
だ
。
草
地
の
少
な
い
こ
の
村
で
は
、
牛
馬
の
飼
料
は
、
村
の

男
女
が
集
団
で
夜
明
け
前
に
他
の
村

の
草
を
こ
っ
そ
り
と
取
り
に
行
く
。
食
事

の
準
備
は
主
に
姑
が
お
こ
な
う
。
赤

ん
坊
は
藁
を
火
鉢
の
よ
う
に
丸
く
編
み
そ

の
中
に
藁
や
破
れ
た
布
を

い
れ
た

ツ
ブ
ラ
と

い
う
籠
に
入
れ
た
ま
ま
で
、
嫁
は

日
中
は
田
畑
の
仕
事
を
、
夜
は
近
所

の
者
が
集
ま

っ
て
ワ
ラ
ジ
を
編
ん
だ
り
繕

い
物
を
す
る
。
農
閑
期
に
な
る
と

「
洗
濯
に
行
く
」
と

い
っ
て
実
家

へ
戻

っ
て

く

つ
ろ
ぐ
嫁
が
多

い
。
こ
の
と
き
に
は
実
家
で
自
分
の
着
物
を
ほ
ど
い
て
洗
濯

し
て
縫
い
直
し
、
拠

の
季
節

の
労
働
に
そ
な
え
る
。
実
家
に
戻
る
時
期
や
日
数

は
個

々
人
に
よ
っ
て

一
様
で
は
な

い
が
、
多
く
の
場
合
、
年
に
四
回
、
冬
は
正

月
二
日
ご
ろ
か
ら
、
春
は
雪
が
溶

け
て
山
で
の
野
良
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
ま
で
、
夏
は
盆
が
過
ぎ
た
こ
ろ

の
農
閑
期
、
秋
は
ア
キ
バ
タ
カ
リ
と

い
っ
て

稲
刈
り
が
す
ん
だ
頃
、
い
ず
れ
も

二
週
間
ほ
ど
で
あ
る
。
実
家
と
婚
家
は
た
い

て
い
近
距
離
に
あ
り
、
昭
和
六
二
年
現
在
で
も
本
市
村
の
明
治
三
三
年
か
ら
昭

和
三
六
年
生
ま
れ
の
既
婚
女
性
九

一
名

の
う
ち
、
六
九
名
が
門
前
町
内
に
実
家

を
も

つ
。
ま
た
、
本
市
村
生
ま
れ
は
四
二
名
、
婿
養
子
を
と

っ
て
い
る
者
が
二

一
名
、
ま
た
村
の
者
同
士
の
村
内
婚
は
二
五
名
と
な

っ
て
い
る
。
村
内
婚
は
、

明
治
や
大
正
前
期
生
ま
れ
よ
り
も

昭
和

一
ケ
タ
代
生
ま
れ
の
女
性
に
集
中
し
て

お
り
、
こ
れ
は
終
戦
直
後
の

一
時
期
に
村
内
婚
が
多
く
な

っ
た
の
で
は
な

い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
([表

2
]
)

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
市
で
は
婚
出
し
た
娘
と
実
家
と
の
関
係
は
強
く
、
家
庭

分
娩
の
時
代
に
は
、
出
産
は
、
ほ
と
ん
ど
が
実
家
に
戻

っ
て
行
わ
れ
た
。
出
産

の

準
備
、
世
話
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ん
坊
の
必
需
品
ま
で
す

べ
て
を
実
家
が
用
意

し
た
。
妊
婦
は
妊
娠
五
ケ
月
に
な
る
と
腹
帯
を
ま
き
、
出
産
直
後
ま
で
普
段
と

か
わ
り
な
く
婚
家
で
働
い
た
。
婚
家
と
実
家
が
近

い
の
で
産
ま
れ
る
間
際
に
実

家
に
飛
び
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
産
後
は
イ
ミ
が
あ
け
る
二

一
日
間
は
婚
家
に

戻
ら
な
い
こ
と
が
多

い
。

本
市
の
伝
統
的
な
出
産
は
、
納
戸
と
い
う
普
段
は
物
置
き
か
、
若
い
夫
婦
の

部
屋
に
使
わ
れ
た
日
の
さ
し
こ
ま
な
い
薄
暗

い
部
屋
.で
行
わ
れ
た
。
納
戸
に
畳

が
敷

い
て
あ
る
家
で
は
、
畳
を
あ
げ
、
板
の
間
の
上
に
、
産
婦
が
背
中
と
両
脇

に
も
た
れ
掛
か
れ
る
よ
う
に
藁
を
三
方
に
コ
の
字
に
並

べ
た
。
そ
の
内
側
に
ム

シ
ロ
を
敷
き
、
下
か
ら
、
藁
、
灰
、
ス
ベ

(藁
の
根
本
を
す
ぐ

っ
て
落
と
し
た

短
く
て
柔
ら
か

い
藁
切
れ
)
を
重
ね
る
。
こ
の
藁
の
囲
い
は

「
コ
ヤ
」
と
呼
ば

れ
、
産
婦
は

「
コ
ヤ
」
の
ス
ベ
の
上
に
し
ゃ
が
む
。
そ
し
て
足
の
か
か
と
で
膣

口
が
裂
傷
し
な
い
よ
う
に
会
陰
保
護
し
な
が
ら
、
天
井
か
ら
吊
し
た
縄
に
つ
か

ま

っ
て
力
む
。
言
わ
ゆ
る

「
座
産
」
で
あ
る
。
赤
ん
坊
は
産
婦
本
人
か
、
実
家

の
母
、
あ
る
い
は
兄
嫁
な
ど
が
取
り
上
げ
た
。
臍
の
緒
は
竹

の
ヘ
ラ
で
切
り
、

胎
盤
は
桶
に
入
れ
、
主
屋
の
離
れ
の
便
所
の
す
み
に
穴
を
掘

っ
て
埋
め
、
犬
が

ほ
じ
く
ら
な
い
よ
う
に
石
を
乗
せ
て
お
く
。
生
ま
れ
た
子
供
を
お
湯
で
洗

っ
た

あ
と
は
、
手
足
を
曲
げ
て
ポ
ロ
布
を
十
二
単
の
よ
う
に
巻
き
付
け
紐
を
く
く
り

付
け
、
達
磨
の
よ
う
に
し
て
母
親
の
横
に
置
い
て
お
く
。
産
後

の
母
親
は
、
七
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日
間
は

「
コ
ヤ
」
の
な
か
に
座
り
、

陰
部
に
ス
ベ
を
つ
け
て
お
く
。
こ
の
間
、

コ
ヤ
か
ら
出
て
床
に
寝
る
と

"
カ
ミ

(
頭
)
に
血
が
の
ぼ
る
"
と
言
わ
れ
非
常

に
嫌
わ
れ
た
。
七
日
が
す
ぎ
る
と

「
コ
ヤ
」
は
取
り
払
わ
れ
る
。
し
か
し
、
.産

後
の
二

一
且
間
は
イ
ミ
の
期
間
で
あ
り
、
こ
の
間
の
女
性
は
忌
み
嫌
わ
れ
、
む
や

み
に
産
室
か
ら
出
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
屋
外
に
あ
る
便
所

へ
い
く
と
き
は
、
産

室
を
出
る
と
き
に
藁
草
履
を
は
い
て
他

の
部
屋
を
通
る
。
屋
外
に
で
て
日
に
あ
た

る
と

"
ヒ
サ

マ
の
バ
チ
が
あ
た
る
"
と
い
う
の
で
ヒ
ノ
キ
カ
サ
を
か
ぶ
る
。
ま

た
竈
の
前
に
立

っ
た
り
杓
に
触
れ
て
は
な
ら
ず
、
妊
婦
の
食
事
は
納
戸
ま
で
運

ば
れ
た
。
産
後

の
食
事
は
、
米
の
粉

を
水
で
練

っ
た
コ
ヤ
ダ

ン
ゴ
を
味
膾
汁
に

入
れ
て
食

べ
た
。
漬
け
物
は
味
噌
漬

げ
が
出
さ
れ
、
ま
た
酢
の
も
の
、
サ
ン
マ

や
鰯
な
ど
背

の
青
い
魚
は
さ
け
ら
れ
た
。

産
後
一
=

日
の
イ
ミ
ア
ケ
の
後
に
嫁
が
婚
家
に
帰
る
と
き
は
、
実
家
か
ら

は
、
赤
ん
坊
用
の
ツ
ブ
ラ
や
着
物
、

そ
し
て
重
箱
に
紅
白
二
つ
重
ね
の
餅
を
詰

め
て
持
た
せ
た
。
婚
家
で
は
子
供
の
性
別
と
は
無
関
係
に
初
子
の
場
合
の
み
、

「
ユ
ル
ゲ
」
と

い
う
儀
礼
を
行
う
。

ユ
ル
ゲ
は
別
名
を

コ
ブ

ル
マ
イ
と
い
い
、

嫁
が
婚
家
に
戻

っ
た
後
、
赤
ん
坊
を

紹
介
す
る
た
め
に
、
近
所
や
親
戚
の
女
衆

を
招
き
、
御
膳
を
用
意
し
、
昼
食
を

共
に
す
る
。
そ
の
他
に
、
臍

の
緒
を
と

っ

て
お
い
た
り
、
産
後
の
宮
参
り
、
七

五
三
な
ど
の
産
育
儀
礼
は
本
市
村
に
は
み

ら
れ
な
か

っ
た
。

b
、
新
し
い
産
婆
の
誕
生

(大
正

一
〇
年
～
昭
和

一
六
年
)

大
正

一
〇
年
か
ら
昭
和

=
ハ
年
こ

ろ
本
市
村
で
は
、
伝
統
的
出
産
に
西
洋
医

学
が
導
入
さ
れ
た
。
出
産
の
ひ
と

つ
の
大
き
な
転
換
期
で
あ
る
。
[表

1
b
]

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
出
産
の
ほ
と

ん
ど
が
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
従

来
と
変
わ
り
が
な

い
が
、
昭
和

二
年
ま
で
は
す

べ
て
伝
統
的
な
出
産
姿
勢

の

「
座
産
」
で
あ

っ
た
も
の
が
、
昭
和
三
年
か
ら

「仰
臥
位
産
」
が
行
わ
れ
る
よ

う

に
な
り
、
[
表
1

c
]
の
昭
和

一
七
年
以
降
は
ほ
と

ん
ど

「
仰
臥
位
産
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
政
府
公
認
の
正
式
な
免
状
を
も

っ
た
新
し

い
産
婆
が
登

場
し
た
た
め
で
あ
る
。
新
し
い
産
婆
と
は
、
明
治
三
二
年
に
公
布
さ
れ
た

「産

婆
規
則
」
に
も
と
づ
き
、
「
二
〇
才
以
上
の
女
子
で
、

一
年
以
上
産
婆

の
学
術

を
修
業
し
た
者
が
地
方
長
官

の
行
う
産
婆
試
験
に
合
格
し
、
産
婆
名
簿

の
登
録

を
受
け
た
」産
婆
で
あ
る
。
伝
統
的
な
分
娩
介
助
技
術
を
も

っ
た
ト
リ
ア
ゲ
バ

ア
サ
ン
な
ど
の
伝
統
的
産
婆
と
は
異
な
り
、
都
市
の
産
婆
学
校
で
西
洋
医
学
を

習
得
し
て
い
る
。

本
市
村
で
は
、
そ
れ
ま
で
は
難
産
の
と
き
だ
け
の
門
前

マ
チ

(行
政
単
位
と

し
て
の
鳳
至
郡
門
前
町
の

「
町
」
と
区
別
し
て
門
前
町
の
中
心
地
で
あ
る
総
持

寺

の
あ
る
門
前

マ
チ
を

「
マ
チ
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
記
述
す
る
)
の
は
ず
れ
の
村

に
住
む
、
"
ジ

ュ
ウ
ベ
イ

(
屋
号
)
の
オ
バ
バ
"
に
お
産
を
頼
ん
で
い
た
。
こ

の
産
婆
は
、
加
賀
藩
に
お
け
る
被
差
別
身
分
の
名
称
の

一
つ
で
あ
る

「
藤
内
」

と
呼
ば
れ
た
家
の
年
寄
り
で
あ
る
。
こ
の

「
藤
内
」
に
対
す
る
差
別
は

一
八
世

紀
中
期
か
ら
強
ま
り
、
『
部
落
史
用
語
事
典
』
に
よ
る
と
、
「
藤
内
は
、
公
事

場
、
盗
賊
改
方
な
ど
の
配
下
に
属
し
て
行
刑
の
下
役
、
廻
り
藤
内
役
、
非
人
支

配
な
ど
を
勤
め
、
…
生
業
は
、
火
葬
、
医
療
、
施
薬
、
助
産
、
灯
心
製
造
、
草

履
製
作
な
ど
で
あ
り
、
」元
来
は
農
耕
も
行

い
、
…
火
葬
に
従
事
す
る
と
き
は
隠

坊
と
呼
ば
れ
…
大
部
分
が
五
軒
に
も
満
た
な
い
ま
と
ま
り
で
住
み
、
藤
内
だ
け

で
行
政
村
を
構
成
す
る
こ
と
は
な

か

っ
た
」
・三
。
ジ

ュ
ウ
ベ
イ
の
オ
バ
バ
が
住

ん
で
い
た
門
前

マ
チ
の
は
ず
れ
の
村
に
は
、
「
藤
内
」
の
家
が
五
軒
あ
り
、
こ
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の
う
ち
の

一
軒
は

「
ヤ
ブ
イ
シ
ャ
」
.と
呼
ば
れ
る
医
者
が
、
二
軒
が

「
ト
リ
ア

ゲ
バ
ア
ザ
ン
」
「を
営
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
伝
統
的
産
婆
は
、
自
分
の
村

の
お

産
だ
け
で
な
く
、
頼
ま
れ
る
と
門
前
、
本
郷
、
浦
上
地
区
、
」遠
く
は
剣
地
地
区

ま
で
助
産
に
出
か
け
、
分
娩
介
助

の
謝
礼
と
し
て
お
.米
な
ど
を
も
ら

っ
て
い

た
。
門
前
町
に
新
し
い
産
婆
が
登
場

し
た
昭
和
初
期
に
は
活
動
を
や
め
、
そ
の

後
こ
れ
ら
の
五
軒
の
家
は
他
所

へ
引

っ
越
し
て
い
る
。

本
市
村
に

"
ジ

ュ
ウ
ベ
イ
の
オ
バ
バ
"
に
代
わ

っ
て
、
新
し
い
産
婆
が
活
動
…

を
始
め
た
の
は
大
正

一
〇
年
の
頃

で
あ
る
。
、、シ

モ
ヒ
ラ

(屋
号
)
の
キ
ミ
.

チ
ャ
ン
、.
と
呼
ば
れ
た
二
〇
才
す
ぎ

の
産
婆
が
開
業
し
た
が
、
二
、
三
年
後
に

結
循
し
て
朝
鮮

へ
渡

っ
.た
。
そ
の
後
に
、
本
市
村
の
お
産
を
扱
う
よ
う
に
唸

っ

た
の
は
、
隣
の
浦
上
村
出
身
の
明
治
三
九
年
生
ま
れ
の
竹
島
み
い
で
あ
る
。
竹

島
み
い
は
、
大
正

一
五
年
、
二
〇
才

の
と
き
に
門
前

マ
チ
で
開
業
を
始
め
、

マ

チ
の
お
産
だ
け
で
な
く
、
門
前
町
全
域
の
広
範
囲
の
出
産
を
扱

い
、
精
力
的
に

伝
統
的
出
産
を
変
え
て
い
つ
た
つ

亡
の
新
し

い
産
婆
が
意
図
的
に
行

っ
た
出
産
の
改
善
は
」
三
点
あ
り
、
ひ
と

つ
は
当
蒔
の
七
や
が
ん
で
産
む
座
産

を
寝
て
産
む
仰
臥
位
産
に
す
る
こ
と
、
.ふ

た

つ
め
は
、
出
産
前
に
診
療
を
受
け

る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
三
つ
め
は

出
産
に
衛
生
観
念
を
持
た
せ
る
こ
と

で
あ

っ
た
。
薪
し

い
産
婆
は
、
出
産
の
と

き
に
藁
を
三
方
に
重
ね
る

「
コ
ヤ
」
を
取
り
払

い
、
そ
の
代
わ
り
に
古

い
布
を

縫
い
合
わ
せ
た
袋
に
藁
を
入
れ
元
ス
ベ
布
団
を

二
つ
作
ら
せ
、
天
気
の
よ
い
旧

に
そ
の
布
団
を
日
光
消
毒
し
て
お
く
よ
う
に
指
導
し
た
。
そ
し
て
分
娩
の
と
き

仁
は
、
こ
の
ス
ベ
布
団
の
上
で
寝
て
産
ま
せ
、
出
産
が
す
む
と
も
う
」
枚
の
ス

ベ
布
団
と
取
り
替
え
た
。
座
産
を
仰
臥
位
産
に
変
え
た

の
鳳
、
産
婆
学
校
で

習

っ
た
分
娩
姿
勢
が
仰
臥
位
で
あ
り
、
ま
た
座
産
で
は
、
産
婆
が
思
う
よ
う
に
.

分
娩
介
助
が
し
に
く
い
た
め
だ

っ
た
。
伝
統
的
出
産
の
と
き
は
、
産
後
ス
ベ
の

上
に
座

っ
て
い
る
あ
い
だ
に
ウ
ジ
が
わ

い
た
り
し
た
が
、
ス
ベ
布
団
を
使
う
よ

う
に
な

っ
て
か
ら
は
新
し
い
産
婆
は
、
褥
婦
の
陰
部
に
脱
脂
綿
を
当
て
る
よ
う

に
し
た
。
コ
ヤ
を
取
り
払

っ
た
た
め
、
産
後
七
日
間
座

っ
た
ま
ま
で
い
る
と
い

う
苦
行
も
な
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
あ
た
ら
し
い
産
婆
が
誕
生
し
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景

に
は
、
警
察
行
政
之
産
婆
の
結
び
付
き
、
ト
リ
ア
ゲ
バ
ア
サ
ン
の
存
在
、
人
々

の

「近
代
化
」

へ
の
肯
定
的
な
視
線
と
い
っ
た
側
面
が
考
え
ら
れ
る
。
」

日
本

の
衛
生
行
政
は
明
治
以
後
警
察
行
政
に
含
ま
れ

三̂
、
産
婆
に
つ
い
て
も

明
治
元
年
に

「
産
婆
取
締
規
則
」
が
出
さ
れ
、
伝
統
的
産
婆

の
堕
胎
噛
売
薬
な

ど
の
取
り
締
ま
り
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
新
し
い
産
婆
の
養
成
、

普
及
に
も
警
察
が
関
与
し
て
い
る
。
門
前
町
で
は
、
金
沢
市

の
産
婆
学
校

の
学

生
募
集
を
村
の
巡
査
が
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
し

い
産
婆
が
、
門
前

マ
チ
の

派
咄
所
に
開
業
を
届
け
出
た
と
き
、
巡
査
が
」
そ
れ
で
は
伝
統
的
産
婆
を
止
め

さ
せ
よ
う
」
と
申
し
出
て
、
新
し
い
産
婆

へ
協
力
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
し

い
産
婆
に

「産
婦
名
簿
」
を

つ
け
さ
せ
て
年

に
数
回
、
こ
の
名
簿

を
検
察
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
じ
い
産
婆
が
活
躍
す
る
以
前
に
村
の
範
囲
を
越
え
た
地
域
の
な
か

で

「
産
婆
」
が
す
で
に
職
業
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
新
し
い
産
婆
の
活
動
を
容

易
に
し
た
。
新
し
い
産
婆
の
開
業
後
す
ぐ
は
、
伝
統
的
な
産
婆
と
の
助
産
方
法

の
違

い
の
た
め
に
、
人
々
の
抵
抗
に
も
あ

っ
た
。
が
、
逆
に
、
西
洋
医
学
の
技

術
を
積
極
的
に
駆
使
し
、
之
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
産
婆
の
分
娩
介
助
で
は
死
亡
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し
て
い
た
よ
う
な
瀕
死
の
母
子
を
人

々
の
前
で
劇
的
に
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
も
で

き
た
。
そ
う
し
た

"事
件
"
に
よ

っ
て
、
新
し
い
産
婆
は
、
人
々
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

新
し
い
産
婆
が
、
産
婦
と
同
じ
地

元
の
人
間
で
あ

っ
た
こ
と
も
、
新
産
婆

の

受
け
入
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
。
と
く
に
村
の
女
性
に
と

っ
て
は
、
同
じ
地
元

の
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
都
市

の
学
校
を
卒
業
し
て

「
免
状
」
を
取
得
し
た
産

婆
と
は
、
西
洋
医
学
を
備
え
た
分
娩
介
助
者
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
新
し

い
文
化

の
担
い
手
で
も
あ

っ
た
。
袴
を
は
い
て
タ
ス
キ
を
か
け
、
医
者
の
よ
う

な
黒

い
鞄
を
く
く
り

つ
け
て
さ

っ
爽
と
自
転
者
を
乗
り
回
す
産
婆

の
姿
は
、
産

ひ

婦
の
み
な
ら
ず
、
人
々
の
目
を
魅
き

つ
け
た
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
産
婆
の
活
躍

に
よ

っ
て
、
門
前
町
で
は
大
正
末
期
、
昭

和
初
期
に
出
産
の
近
代
化
が
始
ま

っ
た
。
[表

1
b
]
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

本
市
村
で
も
、
座
産
に
よ

っ
て
産
婦
本
人
が
赤
ん
坊
を
取
り
上
げ
た
り
、
家
族

に
よ
る
分
娩
介
助
に
代
わ

っ
て
、
新
し
い
産
婆
に
よ
る
分
娩
介
助
が
少
し
ず

つ

増
え
て
い
る
。
大
正

一
〇
年
か
ら
昭
和

一
六
年
ま
で
の
三
四
の
出
産
例
の
う
ち

助
産
婦
に
よ
る
介
助
は
半
数
の

一
七
例
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
医
師

の
立
ち
会

い
も
二
例
あ
る
が
、

恥
.
21
の
昭
和

一
〇
年

の
出
産
は
、
産
婆
竹
島
み
い
が
産

婦
に
付
き
添

っ
て
金
沢
の
病
院

へ
行
き
、
帝
王
切
開
の
手
術
を
受
け
、
酌
29
の

昭
和

一
五
年
の
例
は
、
産
婦
が
新
潟
県
の
実
家
に
里
帰
り
し
、
病
院
で
出
産
し

て
い
る
。

c
、
個
人
開
業
の
助
産
婦
の
時
代

(昭
和

喃
七
年
ー
昭
和

二
九
年
)

明
治
三
二
年
の

「
産
婆
規
則
」
制
定
以
来
増
え
続
け
た
全
国
の
試
験
及
第

の

産
婆
の
数
は
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

っ
た
昭
和

=
ハ
年
ピ
ー
ク
に
達
し
、
こ
の

年
最
高
の
、
五
四
、

二
八
四
人
の
産
婆
が
登
録
き
れ
て
い
る
羣

。
門
前
町
で
も

戦
時
中
に
は

一
〇
名
ほ
ど
の
産
婆
が
活
動
し
て
い
た
。
戦
局
が
拡
大
す
る
と
、

戦
力
増
強
の
た
め
人

口
政
策
が
政
府

の
重
要
な
課
題
と
な
り
、
母
子
保
護
事
業

は
軍
事
的
性
格
を
強
め
た
。
昭
和

一
二
年
に

"
多
子
家
庭
表
彰
要
綱
"
が
発
表

さ
れ
、
昭
和

=
二
年
㌍

「
国
民
体
位

の
向
上
」
と

「
国
民
福
祉
の
増
進
」
を
月

的
と
し
て
厚
生
省
が
発
足
し
衛
生
行
政
は
厚
生
省
の
管
轄
と
な

っ
た
。
昭
和

一

五
年
に
は
一「
国
民
優
生
法
」
「公
布
、
翌
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
「
劣
悪
遺
伝
防
止
」
を

目
的
と
す
る
優
生
手
術
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
昭
和

一
六
年

"
人
口

政
策
確
立
要
綱
"
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
民
優
生
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
結
婚
資

金

の
貸
付
け
、
優
生
結
婚
表
彰
、
子
宝
部
隊
の
奨
励
金
交
付
と
い
っ
た
事
業
が

始
ま

っ
た
。
そ
し
て
昭
和

一
七
年
に
厚
生
省
令

[
妊
産
婦
手
帳
規
定
」
が
公
布

実
施
さ
れ
、
こ
の
後
、
妊
産
婦
と
個
人
開
業
助
産
婦

(産
婆
)
と
の
結
び
付
き

が
強
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
妊
娠
し
た
場
合
、
医
師
ま
た
は
産
婆
の
証
明
を
得

て
届
出
る
こ
と
に
よ

っ
て
誰
が
妊
婦
で
あ
る
か
を
確
認
し

"妊
産
婦
手
帳
"
を

交
付
し
、
妊
産
婦

の
保
健
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
届
け
出
を
行

っ
た
者
に
は
妊
産
婦
用
必
需
物
資
お
よ
び
食
糧
の
特
配
、
優

先
的
配
給
を
行
・γ
制
度
で
あ
る
。
門
前
町
で
は
、
戦
時
中
は
、
「
医
療
切
符
」

と
引
き
換
え
に
産
後

の
ミ
ル
ク
や
布
が
配
給
さ
れ
た
が
、
こ
の
切
符
を
得
る
た

め
に
は
、
医
師
か
産
婆
に
よ
る
妊
娠
の
証
明
書
が
必
要
と
な

っ
た
。
こ̂

門
前

町
で
は
戦
時
中
に
は
眼
科
な
ど
を
含
め
て
も
開
業
医
は
数
人
し
か

い
な
か

っ

た
。
妊
娠
の
証
明
を
受
け
る
た
め
に
は
妊
婦
は
出
産
前
に
産
婆
の
と
こ
ろ
へ
で
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か
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
門
前

町
で
は
個
人
開
業
の
助
産
婦
が
役
場
の
衛

生
係
を
務

め
、
妊
産
婦

の
ミ
ル
ク
や
布

の
配
給
係
を
担
当
し
て
い
た
。
こ
の

「
妊
産
婦
手
帳
規
定
」
に
よ
り
、
門
前
町
の
山
の
な
か
の
孤
立
し
た
村
の
妊
産

婦
た
ち
も
、
ミ
ル
ク
の
配
給
を
確
保

す
る
た
め
に
は
産
婆
と
接
触
し
な
く
て
は

な
ら
な
く
な

っ
た
。

終
戦
後
は
、
占
領
軍
司
令
部

の
指

導
の
も
と
で
医
療
制
度

の
改
善
が
試
み
ら

れ
、
昭
和
二
二
年
に
は
、
健
康
管
理
を
妊
産
婦
の
み
で
な
く
そ
の
子
供
に
ま
で

拡
張
し
、
「児
童
福
祉
法
」
に
よ

っ
て

、.妊
産
婦
手
帳
.、
は

"母
子
手
帳
"
と

改
名
さ
れ
、
昭
和
四
〇
年
の

「
母
子
健
康
法
」
制
定
と
と
も
に

"母
子
健
康
手

帳
"
と
な
り
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
(注
.
現
行
法
で
は
、
市
町
村
長
、
保
健

所

へ
の
届
け
出
は
本
人
の
申
請
だ
け

で
、
医
師
、
助
産
婦
の
証
明
は
必
要
と
し

な

い
。
)

ま
た
、
昭
和
二
二
年
に
こ
れ
ま

で
の

「
産
婆
」
の
名
称
は

「
助
産
婦
」
と
改

め
ら
れ
、
昭
和
二
三
年
に

「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
が
制
定
さ
れ
、
保
健

婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
の
教
育
期
間

が
長
期
化
さ
れ
た
。
助
産
婦
は
、
看
護
婦

教
育
を
三
年
受
け
た
後
に
助
産
婦
の
専
門
教
育
を
六
ケ
月
以
上
受
け
、
国
家
試

験
に
合
格
し
厚
生
省
大
臣
に
よ
る
免
許
を
と
り
国
家
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
旧
法
の
も
と
で
資
格
を
と

っ
た
助
産
婦

(産
婆
)
は
新
た
に
免
許
を
申
請

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
従
来
通
り
開
業

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
門
前
町
の
助

産
婦
は
、
戦
後

の
新
法
制
定
以
後
に
免
許
を
と
り
新
た
に
個
人
開
業
し
た
者
は

}
人
も
な
く
、
助
産
婦
が
施
設
に
勤
務
す

る
よ
う
に
な

っ
た
後
も
、
旧
法
の

と
き
に
免
許
を
と

っ
た
助
産
婦
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
[表
1
]
で
は
家
庭
分

娩
の
時
代
、
産
婆
と
呼
ば
れ
て
い
た

個
人
開
業
助
産
婦
も
、
施
設
勤
務
の
助
産

婦
も

一
貫
し
て
同
じ
記
号
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。

昭
和

一
七
年
か
ら
昭
和
二
九
年
の
本
市
村
の
出
産
を

[
表

1
c
]
で
み
る

と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
助
産
婦
の
介
助
に
よ
る
家
庭
分
娩
、.
出
産

の
姿
勢
は
仰

臥
位
産
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
が
門
前
町
で
も
個
人
開
業
助
産
婦
の
全
盛
期

で
あ
る
が
、
助
産
婦
が
最
も
忙
し
か

っ
た
の
は

"産
め
よ
殖
や
せ
よ
"
が
唱
え

ら
れ
た
戦
時
中
よ
り
も
、
出
征
し
て
い
た
夫
が
村
に
戻
り
出
産
が
急
増
し
た
終
戦

後

一
〇
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
で
あ
る
。
門
前
町
の
よ
う
な
山
村
で
は
産
家

へ
行
く
た

め
に
、
と
き
に
は
自
動
車
や
自
転
車
が
利
用
で
き
な
い
よ
う
な
山
道
を
、
冬
は
雪

の
な
か
を
、
昼
夜
間
わ
ず
何
キ
ロ
も
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
助
産
婦

が
産
家
へ
で
か
け
る
の
は
分
娩
の
と
き
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
頃
に
な
る
と
妊
娠

時
の
診
察
も

一
般
化
し
、
産
後
の
赤
ん
坊
の
沐
浴

へ
も
出
か
け
た
。
ま
た
妊
産
婦

の
異
常
に
た
い
し
て
、
開
業
医
に
往
診
を
頼
ん
だ
り
妊
産
婦
を
病
院

へ
運
ぶ
こ

と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
助
産
婦
が
こ
れ
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ

た
。
法
律
の
上
で
は
助
産
婦
の
業
務
範
囲
は
基
本
的
に
は
正
規
産
の
助
産
で
あ

り
、
医
療
行
為

や
産
科
器
械

の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
医
者

が
少
な
く
交
通
の
不
便
な
地
域
で
、
緊
急

の
異
常

に
た
い
し
、
助
産
婦
た
ち

は
、
鉗
子
な
ど
を
用

い
た
医
療
行
為
も
お
こ
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
医
師

に
先
駆
け
た
開
業
助
産
婦

の
活
動
に
よ

っ
て
門
前
町
の
よ
う
な
郡
部
で
も
産
婦

や
新
生
児

の
死
亡
率
は
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
大
正
九

(
一
九
二

〇
)
、年
、

日
本

の
新
生
児
死
亡
率
は
亠ハ
九
、
○

(
出
生
千
対

)
あ

っ
た
も

の

が
、
二
〇
年
後
の
昭
和

一
五

(
一
九
四
〇
)
年
に
は
三
八
、
七
に
低
下
し
、
さ

ら
に
二
〇
年
後
、
施
設
外
と
施
設
内

の
出
生
割
合
が
逆
転
す
る
昭
和
三
五

(
一

九
亠ハ
○
)
年

の
新
生
児
死
亡
率
は

一
七
、
○
に
減
少
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ

を
死
亡
率
の
変
化
で
み
る
と
、
大
正
九
年
の
亠ハ
六
、
四

(出
生
千
対
)
か
ら
昭

和

一
五
年

に
四
亠ハ
、
○
に
低
下
し
て

い
る
も
の
が
、
昭
和
三
五
年
に
は

一
〇
」
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○
、
四
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
二
三
年
の

「
優
生
保
護
法
」
が
成

立
以
後
、
人
工
妊
娠
中
絶
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
り
、
昭
和
三
五
年
の
人
工
死

亡
率
は
四
八
、

一
と
な
っ
て
い
る

8̂
}。

d
、
産
婦
人
科
医
の
登
場

(昭
和
三
〇
年
～
昭
和
三
八
年
)

「
優
生
保
護
法
」
は
、
昭
和
二
七
年
ま
で
の
改
正
に
よ

っ
て
、
人
工
妊
娠
中

絶

の
適
応
範
囲
を
遺
伝
疾
患
に
よ
る
も
の
か
ら
妊
娠
、
分
娩
に
よ

っ
て
母
体
の

健
康
を
害
す
る
恐
れ
の
あ

る
も

の
、
さ
ら
に
経
済
的
理
由
ま

で
認
め
る
よ

う
に
な
り
、
指
定
医
の
判
断
だ
け
で
中
絶
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
中
絶

件
数
は
昭
和
二
七
年
に
は
七
九
八
、

一
九
三
件
で
あ

っ
た
も
の
が
、
翌
昭
和
二

八
年
に
は

一
、
〇
六
八
、
〇
六
六
件
と
急
増
し
た
。
昭
和
三
〇
年
に
は
ピ

ー
ク
の

一
、

一
七
〇
、

一
四
三
件
と
な
り
・2
、
こ
の
こ
・う
か
ら
特
に
助
産
婦
を
対
象
と

し
た
受
胎
調
節
指
導
員
養
成
の
た
め

の
講
習
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
・n
}

門
前

町
で
も
戦
後
出
産
が
急
増

し
た
後
、
医
師

の
手

に
よ
る
中
絶
が
増
加

し
、
な
か
に
は
金
儲
け
の
た
め
中
絶

を
す
す
め
、
妊
娠
を
確
か
め
る
た
め
に
診

察
を
受
け
に
き
た
妊
婦
に
機
械
的
に
中
絶
を
行

っ
た
産
婦
人
科
医
も
い
た
。
ま

た
中
絶

の
他
に
卵
管
結
紮
に
よ
る
不
妊
手
術
も
行
わ
れ
た
。
大
正

一
五
年
生
ま

れ
の
村
人
の
話
で
は
、
「
戦
後
は
子
供
が
三
人
以
上
に
な
る
と
ど
の
家
で
も
堕

う
し
て
い
た
。
姑
は
堕
う
せ
と
も
何

と
も
言
わ
な
い
が
あ
ま
り
多
く
産
む
と
生

活
が
苦
し
く
な
る
の
で
文
句
看
言
わ

れ
た
。
ま
た

一
〇
軒
あ
れ
ば
四
ー
五
軒

の

家
は
子
宮
の
結
紮
手
術
を
し
て
も
ら

っ
て
い
た
」
と

い
う
。

門
前
町
で
保
健
所
や
助
産
婦
人
た

ち
が
受
胎
調
節
指
導
を
始
め
た
の
は
昭
和

三
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
助
産
婦

ら
指
導
員
は
、
診
察
、
分
娩
介
助
の
と
き

に
妊
産
婦
個
人
に
指
導
を
行

っ
た
り
、
各
村

の
婦
人
会
な
ど
を
通
し
て
受
胎
調

節
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
い
た
。
そ
の
際
、
保
健
所
を
仲
介
に
し
て
助
産
婦

が
自
ら

コ
ン
ド
ー
ム
な
ど
の
避
妊
器
具

の
販
売
を
し
た
。
助
産
を
本
業
と
す

る
助
産
婦
が
受
胎
調
節

の
指
導
を
行
う

の
は
皮
肉
な
話
だ
が
、
人
工
妊
娠
中
絶

の
母
体

へ
の
悪
影
響
を
考
え
る
と
、
受
胎
調
節

の
指
導
を
行
わ
ざ
る
を
え
な

い

状
況
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。

[
表
1
b
]
を
み
る
と
本
市
村
で
は
昭
和
三
五
年
か
ら
、
医
師

に
よ
る
分
娩

介
助
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
異
常
産
に
た
い
す
る
医
療
処

置
だ
け
で
な
く
正
規
産
も
産
婦
人
科
医
が
扱
う
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
多
く

の
女
性

が
中
絶

や
不
妊
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
産
婦
と

・

産
婦
人
科
医
と

の
接
触
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
多
く
な

っ
た
こ
と
が
そ

の
背
景

に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
市
村

の
明
治
三
二
年
か
ら
昭
和
二
八
年
生
ま
れ

の
既
婚
経
産
女
性
の
産
児
数
に
つ
い
で
は

[表
3
]
に
示
し
た
。
明
治
、
大
正

生
ま
れ

の
女
性
の
産
児
数
は

一
人
か
ら
七
人
ま
で
ば
ら

つ
い
て
い
る
が
、
昭
和

生
ま
れ
に
な
る
と
近
年
に
な
る
ほ
ど
、
産
児
数
は
二
人
が
最
も
多
く
な
る
。

e
、
施
設
分
娩
の
時
代

(昭
和
三
九
年
～
)

本
市
村
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
よ
る
と
、

[表
1
e
]
が
示
す
通
り
、

昭
和
三
九
年
か
ら
昭
和
五
八
年
の
出
産
六
三
例

の
う
ち
実
家
お
よ
び
婚
家
で
の

出
産
例
が

一
例
し
か
な
い
。
昭
和
三
九
年
か
ら
、
本
市
村
で
は
、
家
庭
分
娩
か
ら

施
設
分
娩

へ
の
移
行
が
突
然
完
了
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
門
前
町
に
町
立
の
母

子
健
康
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
。
母
子
健
康
ゼ
ン
タ
ー
と
は
、
助
産

と
地
域
の
母
子
健
康
指
導
促
進
を
目
的
に
、
特
に
農
山
、
漁
村
な
ど
比
較
的
医

療
機
関
の
少
な
い
地
域
を
対
象
と
し
て
昭
和
三
三
年
に
国
庫
補
助
の
法
外
施
設
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と
し
て
各
地
に
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
四
〇
年
に

「
母
子
健
康
法
」
が
制
定
さ
れ

た
と
き
に
法
制
化
さ
れ
、
昭
和
四
五
年
ま
で
に
全
国
七
〇
三
ケ
所
に
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
門
前
町
で
は
昭
和
三
九
年
に
母
子
健
康
セ
ン
タ

ー
が
開
設
さ
れ
た
。
町
は
最
初
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
医
師
を
招
く
つ
も
り
で
あ

っ

た
が
、
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
て
も
過
疎

の
門
前
町
に
赴
任
す
る
医
師
が
み
つ
か

ら
ず
、
町
は
助
産
婦
に
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
の
管
理
、
経
営
を
す
べ
て
任
せ
る

こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
門
前
町
の

「
助
産
婦
会
」
の
会
員
は
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
頃
門
前

の
出
産
の
数
は
減
少

し
、
個
人
開
業
助
産
婦

の
経
営
が
苦
し
く
な

っ
て
き
た
時
期
で
あ
る
。
門
前
町

の
人
口
も
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
過
疎
化
が
始
ま

っ
て
い
る
。
ま

た

先

に
述

べ
ー

た
よ
う
に
日
本
で
は
昭
和
三
〇
年
代
に
出
産
は
自
宅
か
ら
病
院
な
ど
の
施
設

へ

と
移
行
し
、
門
前
町
で
も
こ
れ
か
ら
は
施
設
分
娩
増
加
が
予
想
さ
れ
助
産
婦
た

ち
は
新
し
く
で
き
た
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
に
対
抗
し
て
個
人
開
業
を
続
け
て
い

く
め
ど
も
た
た
ず
に
施
設
勤
務
を
す

る
こ
と
を
選
択
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
は
⊥ハ
人
の
常
勤
の
助
産
婦
に
よ

っ
て
運

営
さ
れ
週
に

一
回
、
嘱
託
医
が
セ

ン
タ
ー

へ
診
察
に
訪
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で
の
お
産
は
、

産
後
は
必
ず

一
週
間
入
院
さ
せ

一
日
三
回

の
食
事
を

つ
け
た
。
そ
し
て
門
前
町

の

「
助
産
婦
会
」
は
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
確
実
に
す
る
た
め
、
「家

庭
分
娩
は
い
っ
さ
い
取
り
扱
わ
な

い
」と

い

ケ
会
則
を
作

っ
た
。
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
た
助
産
婦
た
ち
の
給
料
は
町
か
ら
で

は
な
く
、
そ
の
月
の
セ
ン
タ
ー
全
体

の
収
益
金
の
み
か
ら
支
払
わ
れ
る
た
め
、

助
産
婦
の
う
ち

の
誰
か
が
抜
け
駆
け

し
て
家
庭
分
娩
を
扱

っ
た
と
す
る
と
残
り

.
の
助
産
婦
の
減
収
と
な
る
。
こ
う
し

て
門
前
町
で
は
昭
和
三
九
年
か
ら
個
人
開
業

を
行
う
助
産
婦
は
い
な
く
な
り
、
門
前
の
産
婦
た
ち
は
突
然

「家
庭
分
娩
に
は
行

き
ま
せ
ん
」と
宣
言
さ
れ
施
設
で
の
入
院
分
娩
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
開
設
三
年
八
ケ
月
後
の
昭
和
四
二
年
、
町
立
の

門
前
町
国
民
健
康
保
険
中
央
診
療
所
に
医
療
機
械
器
具
を
備
え
た
産
婦
人
科
専

門
診
療
所
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
、
助
産

婦
た
ち
は
そ
の
後
は
診
療
所
に
勤
務
す
る
こ
と
に
.な
る
。
こ
の
診
療
所
に
は
常
任

の
医
師
の
他
に
、看
護
婦
、
事
務
員
、
給
食
婦
が
職
員
と
し
て
勤
め
、

一
般
庶
務

事
務
は
役
場
の
町
民
課
で
取
り
扱
う
。
出
産
は
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
と
き
と

同
様

一
週
間
の
入
院
分
娩
で
あ
る
が
、
分
娩
介
助
は
助
産
婦
と
医
師
の
共
同
作

業
と
な
る
。
[表
1

e
]
で
は
診
療
所
で
の
出
産
二
九
例
の
う
ち

一
九
例
は
助

産
婦
が
、

一
〇
例
は
医
師
が
取
り
上
げ
、
数
の
上
で
は
助
産
婦
に
よ
る
場
合
が

多
い
が
、
昭
和
五
〇
年
代
に
入
る
と
医
師
の
立
ち
会
い
が
多
く
な
る
。
助
産
婦

は
児
頭
が
陰
裂
に
見
え
始
め
る
段
階
ま
で
産
婦
の
会
陰
保
護
な
ど

の
介
助
に
あ

た
る
が
、
最
終
的
に
児
を
取
り
上
げ
る
の
は
医
師
に
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

分
娩
介
助
の
主
導
権
は
助
産
婦
か
ら
医
師

の
手

へ
移
る
。

そ
し
て
昭
和
五
六
年
に
診
療
所
側
の
ミ
ス
に
よ
る
黄
だ
ん
の
新
生
児
の
死
亡

に
よ
り
、
門
前
診
療
所
で
は
入
院
分
娩
を
と
り
や
め
妊
婦
の
診
察
だ
け
を
行
う

こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
昭
和
五
〇
年
代
、
産
婦
が
個
人
開
業

の
医
院
や
大

病
院
を
選
択
す
る
施
設
分
娩

の
時
代
と
・な
る
。
門
前
町
で
は
自
宅
分
娩
は
完
全

に
な
く
な
り
、
か
つ
て
の
個
人
開
業
助
産
婦
は
新
生
児
訪
問
指
導
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
門
前
町

の
大
正
、
昭
和

の
出
産
は
、
伝
統
的
出
産
か
ら
近
代

的
出
産

へ
、
分
娩
の
姿
勢
は
座
位
か
ら
仰
臥
位

へ
、
出
産
場
所
は
家
庭
か
ら
施
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設

へ
丶
分
娩
介
助
者
は
、
無
介
助
、
家
族
、
ト
リ
ア
ゲ
バ
ア
サ
ン
か
ら
新
し
い

産
婆
、
そ
し
て
医
師

へ
と
移
り
、
多

産
多
死
か
ら
、
産
め
よ
殖

や
せ
よ
の
時

代
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
流
行
、
受
胎
調
節
の
普
及
、
少
産
少
死

へ
と
変
化
し
た
。

産
育
儀
礼
の
変
化
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
[表
1
]
を
大
正

一
〇
年
か

ら
昭
和
五
八
年
ま
で
を
通
し
て
み
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
全
体
に

一
貫
し
て
い
る

の
は
五
ケ
月
に
腹
帯
を
巻
く
智
慣
で
あ

る
。
村
の
女
衆
に
赤
ん
坊
を
紹
介
す
る
ユ

ル
ゲ
の
共
食
儀
礼
は
現
在
消
失
し
、
臍

の
緒
を
と

っ
て
お
く
習
慣
は
と
く
に
施

設
分
娩
に
な
っ
て
か
ら
多
く
み
ら
れ

る
。
こ
れ
は
入
院
分
娩
の
場
合
、
退
院
時

に
施
設
側
が
桐

の
箱
に
臍

の
緒
を

い
れ
て
母
親
に
持
た
せ
る
こ
と
が
多

い
た
め

で
、
本
市
村
で
八
○
才
以
上
の
女
性

に
昔
は
臍
の
緒
を
と

っ
て
お
い
た
か
と
尋

ね
る
と
、
逆
に
、
「
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
奇
妙
な
事
を
す
る
の
か
」
と
問

い

返
さ
れ
る
。
現
在
み
ら
れ
る
臍
の
緒

の
保
存
は
、
本
市
村
で
は
、

一
種
の

"伝

統

の

「
創
成
」"

の
例
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、
産
後
の
宮
参
り
、
七
五
三
な
ど

も
、
も
と
も
と
本
市
村
で
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
習
慣
で
あ
り
、
老
人
た
ち
は
、

「
そ
ん
な

ハ
イ
カ
ラ
な
こ
と
は
こ
こ
で
は
ま
だ
流
行

っ
て
い
な
い
」
と
言
う
。

こ
れ
か
ら
は
本
市
村
で
も
、
宮
参
り
、
七
五
三
な
ど
の
産
育
儀
礼
が
定
着
し
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
。

《
お
わ
り
に
》

本
市
村
で
の
村
落
調
査
を
も
と
に
、
当
村

の
、
そ
し
て
門
前
町
の
出
産

の
変

化
を
た
ど

っ
て
き
た
。
奥
能
登
に
あ

る
門
前
町
は
、
都
市
部
に
《
ら

べ
出
産
に

西
洋
医
学
が
導
入
さ
れ
た
時
期
が
遅
れ
る
た
め
、
日
本
の
出
産
の
変
化
を
集
約

韵
に
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
の
出
産

の
近
代
化
は
、
藤
田
真

一
氏
が

『お

産
革
命
』
で
述

べ
た
よ
う
に
、
伝
統
的
産
婆
が
駆
逐
さ
れ
る

「
第

一
次
お
産
革

命
」
と
医
師
に
ょ
る
助
産
が
主
流
と
な
る

「
第
二
お
産
革
命
」
の
二
段
階
を
経

て
き
た
亘

。

落
合
恵
美
子
氏
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
出
産
を
社
会
史
的
に
検
討

し
、
助
産
者
の
役
割
に
着
目
し
て
出
産
の
近
代
化
の
過
程
を
た
ど
り
、
そ
れ
に

た
い
し
て
日
本

の
出
産
の
変
化

の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
出
産

の
近
代
化
は
、
「
一
六
世
紀
前
後
に
開
始
さ
れ
る
伝
統
的
産
婆

の
排
撃

(魔
女
狩
り
)
と
教
会
秩
序

へ
の
取
り
込
み
に
示
さ
れ
る
第

一
の
局

面
、

一
八
世
紀
後
半
に
本
格
化
す
る
伝
統
的
産
婆
か
ら
医
師
ま
た
は
近
代
的
産

婆

へ
の
交
替
に
示
さ
れ
る
第
二
の
局
面
」
〔誓
と
二
つ
の
段
階
を
経

て
き
た
。
・こ

れ
に
た

い
し
て
日
本
に
つ
い
て
は
、
「第

一
次
お
産
革
命
か
ら
第

二
次
お
産
革

命
の
問
に
、
近
代
医
学
教
育
を
受
け
た
新
産
婆
が
主
に
助
産
を
し
た
時
代
が
あ

り
、
ト
リ
ア
ゲ
バ
ア
サ
ン
か
ら
の
移
行
の
過
程
に
は
魔
女
狩
り

の
よ
う
な
激
し

い
衝
突
も
無
く
、
ト
リ
ア
ゲ
バ
ア
サ
ン
と
医
師
の
中
間
的
性
格
を
も

つ
新
産
婆

に
よ
り
出
産
の
社
会
性
は
あ
る
程
度
保
持
し
た
ま
ま
で
近
代
医
療
が
導
入
さ
れ

た
」
〔馨
と
述

べ
、
落
合
氏
は
、
医
療
と
社
会
性
の
共
存
の
可
能
性
を
探
る
う
え

・
で
日
本

の
新
産
婆
の
存
在
に
注
目
し
て
い
る
。

本
稿
で
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
門
前
町
に
つ
い
て
も
、
日
本
全
体
の
出
産
の

変
化
と
平
行
し
て
、
出
産
は
大
正
、
昭
和
の
短
期
間
に
激
変
し
、
そ
の
変
化
に
は

当
初
か
ら
国
家
の
政
策
と
密
接
な
結
び
付
き
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
門
前
町
で
は
伝

統
的
出
産

へ
の
西
洋
医
学
の
導
入
、
戦
時
中
の
出
産
の
国
家
管
理
の
強
化
、
戦
後

の
受
胎
調
節
の
普
及
、
家
庭
分
娩
か
ら
施
設
分
娩

へ
の
移
行
な
ど
に
お
い
て
、

す

べ
て
新
し
い
産
婆
、
助
産
婦
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
勿

論
、
そ
こ
に
は
助
産
婦
を
媒
介
に
し
た
国
家

の
政
策
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
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か
し
門
前
町
の
出
産
が
単
に
国
家
管

理
の
強
化
に
よ

ヴ
て

一
方
的
に
変
え
ら
れ

て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
出
産

の
み

に
と
ど
ま
ら
な
い
近
代
化
に
た

い
す
る
人
.

々
の
肯
定
的
な

「視
線
」
が
あ

っ
て
出
産
は
変
化
し
て
き
た
の
だ
と
思
う
。

以
上
ハ
本
論
文
で
、
本
市
村
、
門
前
町
と
い
う
特
定
地
域
の
出
産
の
変
化
を

た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本

の
出
産
の
変
化
を
、
そ
し
て
明
治
以
後

の
日
本

の
近
代
化
の

一
側
面
を
み
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

《
注
》

(
1
>厚
生
統
計
協
会
編

『
国
民
衛
生

の
動
向

・
厚
生

の
指
標

昭
和
六
二
年
』

(
2
)
田
川
捷

一
他
編

「
加
賀
藩
に
お
け

る
漆
稼
の
研
究
」

「
九

八

冖
年

一
五
九
-

一
七
二
頁

(
3
)
門
前
町
史
編
集
会
篇

『
門
前
町
史
』

一
九
七
〇
年

一
五

二
頁

(
4
V小
林
茂
他
編

『
部
落
用
語
辞
典
』

一
九

八
五
年

柏
書
房

(
5
)川
上
武

『
現
代

日
本
医
療
史
』

一
九

六
五
年

草
書
房

(
6
)
岡
本
喜
代
子

「
助
産
活
動
の
歴
史
的
意
義
ー
明
治
時
代
を
中
心

に
」
『
助
産
婦
雑
誌

』

所
収

一
九

八

一
年
八
月
号

(
7
)川
上
武

前
掲
書

四
七

四
頁

.

(
8
)厚
生
統
計
協
会

前
掲
書

(
9
)同
書

(
10
)太
田
典
礼

『
堕
胎
禁
止
と
優
生
保
護
法
』

一
九
六
七
年

経
営
者

科
学
協
会

一
九

二
頁

(
11
)
藤
田
信

一

『
お
産
革
命
』

【
九
七
九
年
朝

日
新
聞
社

(
12
.)
落
合
恵
美
子

「
出
産

の
社
会
史

に
お
け
る
二

つ
の
近
代
-
家
族
変
動
論

の
ひ
と

つ
の
試

み
ー
」

『
ソ
シ
オ
ロ
ゴ

ス
』

一
九
八
四
年

八
月
号
所
収

八
七
頁

(
13
)
落
合
恵
美
子

「
お
産

の
社
会
史
」
「
婦
人
問
題
研
究
」
第
六
九
号

.
一
九

八
四
年
所
収
.

三

頁
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← 本市村(地 図2)

石 川 県 鳳 至 郡 門 前 町(地 図1)・ →

【門前町】11門 前地区 ・12浦上地 区

13本 郷地区 ・14諸岡地区 、5七 浦地 区

16黒 島地区 ・17剣地地区

【20穴水町】 【21輪島市】 【22富来町1

*本 市村 ・卍総持寺
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[表lb].

1 皿 皿 iN V w w 躙

表1

石 川 県鳳 至郡 門前 町

本 市村 出産 変化表

(1985.11.調 査) .

1

2

T10

T10

12

11

実家

実家

●

X

x

母

座

座

30

45

は

は 、 ユ

3 T12
.*

実家 兄嫁 母 座 25 は

4 T14 12 実家 ● X 座 30 は

5 T15 22 実家 X 母 座 30 は

だ0

7

S2

S2

* .

*

実家

実家

兄嫁

●

母

母

座

座

25

25

は.

は 、 ユ

0891

S3

53

53

*

22

*

実家

婚家

実家

兄嫁

● .

●

母

X

母

座

0

0

25

30

25

は

は

は

[1]出 産 年

ー

ワ凵

3

41111

S5

SS

55

55

*

ii

22

*

実家

実家

婚家

実家

兄嫁

X

●.

●

母

母

x

母

座

座

0

0

25

45

301

25

は

は

は

は

[II]実 家 の所 在地 ・

*本 市 ・11門 前町 ・12浦 上地 区

13本 郷地区 ・14諸 岡地区 ・15七 浦地 区

16黒 島地区 ・17剣 地 地区 ・20穴 本 町

21輪 島市 ・22富 来町 ・40金 沢市.

、.41石 川県その他 ・50富 山県 ・51福 井県

52そ の他. .

15 57 * 実家 兄嫁 母 座 25 は

16 ss * 実家 x 母 座 ? は

7

811

59

S9

zz

13

実家

実家

●

X

X

母

0

0

30

50

は

は 、 ユ [皿]出 産場所

Q》

0

112ワ一

S10

5.10

S10

--

*

*

婚家

婚家

☆40

●

x

医師

近

母近

●

座

座

0

0

0

?

は ・

は

は 、 ユ

・ 〈実 家〉 〈婚家 〉:家 庭 分娩

・▲助 産所 、△個 人開業医院、☆病 院

〈セ〉門前町母子健 康セ ンタ「

〈診 療〉国民健康保 険門前中央診療所

(所在 地はIIと 同 じ数字で示す)

2

329臼

Sll

S11

*

*

実家

実家

兄嫁
.
●

母

母

座

O

25

25

は

は

以

25

S12

S12

22

*

婚家

実家

x

●

●

母

座

0

a

?

は

は

口V]分 娩介助者(赤 ん坊 を取り上げた人).

×産婦本人が取 り上げ る

●助産婦、免許取得 の個人開業助産婦

お よび施設勤務 助産婦

〈医師〉:個 人開業医、病院勤務 な ど

〈母〉実家 の母 ・ 〈姑〉婚家の姑.

〈近〉隣近所の女性 ・ 〈親戚〉

26 S13 * 親戚 ● 母 0 0 は、 へ 、ユ

7

8

Qσ

2

9自

9臼

S15

S15

S15

ii

*

52

婚家

実家

052

●

●
.医師

近

母

●

座

0

0

0

25

?

は

は

は、へ

0

1.

2

3

43つU

3

3

3

S16

S16

sis

S16

S16

*

15

*

*

*

実家

実家

実家

実家

実家

x

親戚

●

●

σ

母

母

母

母

母

座

座

0

0

0

0

40

?

?

50

は

は

は、へ

は

は

[V]分 娩 の世話 をして くれ た人

(直接赤ん坊は取 り上げず)

記号はNと 同じ.

[v【]分 娩 姿勢

[表1c]

座:座 位 、 しゃが んだ姿勢 での出産E

O:仰 臥位牽、寝 た姿勢で の出産

[W]出 産 の際 に実家 に戻 ってい た 日数

1 ∬ 皿 N V w w 懸 [皿]産 育儀礼
rD

ρ0

7
.

00

Qσ

3

3

0δ

3

3

.S1ク ・.

S17

S工7

S18

S18

52

*

』*

*

*

052

実家

婚家

実家

婚家

医師

●

●.

●

●

x

X

親戚

母

x

O

O

O

O

O

?

90

40

25

a

は 、へ

は 、 ユ

は

は

は

〈は〉妊娠5ケ 月め に腹帯 を巻 く

くへ 〉臍 の緒 をとってお く

<ユ 〉ユ ルゲ、初産後親戚 や近隣の女子 を

招 き共食する。別名 コブルマ イ。

〈宮 〉産後 の宮参 り ・ 〈七 〉七五三
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85 S25 * 婚家 ● 母 0 30 は

86 S26 * 実家 ● 母 0 0 は 、へ

87 S26 * 婚家 ● X OIo は

88 S26 21 婚家 x 姑 0 0 は

89 S26 * 実家 ● 母 0 30 は

90 S26 * 実家 ● 親戚 0 22 は

91 S26 * 婚家 ● 親戚 0 30 は.

92 S26 * 実家 ● 母 0 21 は

93 S26 11 実家 ●. 母 0 50 は

94 S27 11 実家 ● 、 X 0 21 は

95 S29 15 婚家 ●
'

近 0 a は、 へ

96 S27 * 実家 ● 母 0 40.は

97 S27 * 実家 ● 母 OIa は

98 S27 * 実家 ● X 0 21 は、 へ

99 527 * 実家 ● 母 O 30 は

ioo S28 * 実家 ●. 母 O 40 は.

ioi S28 * 実家 母. 母 O 30 は

102 S29
.
* 実家 ● 母. 0 a は、 へ

103 S29 * 実家 ● 母 0 0 は

104 S29 21.△ 医肺 姉 0 zo は

ios S29 .* 婚家 ● 親戚 0 30 は

106 S29 * 実家
.
●

'

母 0 40 は

107 S29 11 実家 ● 、 母 0 50 は

108 S29 14 実家 ● 母 0 40 は

109 S29 * 実家 ● 母. 0 a は

[表1b]

1 H 皿 N V 班 皿 珊

110 S30 * 実家 ● .母 OIo は

111 S30 * 実家 ● 母 0 30 は

112 S30 * 実家 ● x 0 30 は

113 S30 * 実家 ● 母 0 a は

114 S31 * 実 家 、 ● 母 0 35 は

115 S31 * 実家 ●. 母 0 0
'.は

us 531 * 婚家 ● 母 0 0・ は

117 531 14 実家 ● 母 0 35 は

118 S31 11 実家.● 母 0 60 は

119 S32 * 婚家 ● 親戚 0 30 は

120 S32 * 実家 ●. 母 0 40 は 、へ

121 S33 * 実家 ● X 0 30 は

122 S34 * 実家 ● 母 0 0 は

123 S34 11 実 家 . ● 母 0 35
.は

124 S35 * 実家 ● X 0 30 は

125 S35 14 実家 ● 母 0 50 は 、へ 、 ユ

iZs S35 ii ☆20 医師. X 0 60 は

40 S18 13 婚家 ● 姑:. 0 0 は

41 S18 * 実家 ● 母 0 0
.

は、 へ

42 S18 * 実家 ●. 母 0 0 .は
、 へ

43 S18 15 婚家 ● 母 0 0 は

44 S19 * 実家 ● X 0 0 宮

45 S19 15 実家 ●.. X 座 0 は

46 S19 * 実家 ● X 0 a は

47 S20 * 実家. ●. 親戚 0 30 .は

48 S21 52 052 医師 ● 0 0 は、 へ

49 S21 * 実家 ● 母 0 0 は

50 S21 15 婚家 ● X 0 0 は

51 S21 * 実家 ● 母 0 a .は 、 へ.

52 S21 15 婚家 ● 母 0 a は

53 S21 11 実家 ●. X 0 45 は

54 S22 * 実家 ● 母 0 a は、 へ

55 S22 21 婚家 ● 姑. 0 0 は...

56 S22 11 実家. ● x 0 21 は

57 S22 * 実家 ● 母. 0 70 は

58 S22 * 実家 s 母. 0 50 は

59 S22 * 実家 ● . 母 0 40 .は

60 S22 * 実家 ● 母 0 0 は

61 S22 12 実家 ●
卩母

0 60 は

62 S22 * 実家 ●. 母 0 30 は

63 S23 * 実家 ● 母 0 0 は

64 S23 * 実家 ●
.母

0 0 は、へ.

65 S23 * 婚家 ● X 0 0 は

66 S23 21 婚家. X 姑 座 0 は.

67 S23 15 婚家 ● 近 0 40 は 、へ

68 S23 15 婚家 ●. 母 0 0 は

69 S23 * 実家 ●. 親戚 0 30 は

70 S23 1.1 実家 ● X 0 30 は

.71 S23 * 実家 ◎ X
.座

20 は

72 S23 ..* 実家. ● 母 0 30 は

73 S24 * 実家. ● X 0 0 は 、へ

74 S24 * 実家 ●
.母

0 0 は 、へ

75 S24 * 実家 ● 母 0 30 は

76 S24 11 実家.、 ● X 0 21 は
.

77 S24 * 実家 ● 母 O 50 は

78 S25 * 実家 ● 母 0 0 は

79 S25 15 婚家 ● x 0 0 は

80 S25 15 婚家 ● 近 0 0 は 、へ

81 S25 * 実家 ● 母 0 40 は

82 S25 11 実家 ● x 0 30 は

83 S25 * 実家 ● 母 0 0 は

s4 S25 12 実家 ● 母 0 70 は 、 へ 、
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169 S47 * 診療 ● 母 0 30 は 、 へ 127 S36 * 020 ● 親戚 0 0 は

170 S47 13 診療 ● 医師 0 45 、 へ 128 S36 21 婚家 ● 姉 0 0 は

171 S47 15 診療 ●' ● 0 0 は izs S36' * 婚家 ●. 親戚 0 30 は 、へ

172 S48 15 診療 ● ● 0 a は 130 S36 * 実家 医師 親戚 0 a は

173 S49 * 診療 ● 医師 0 0 は 、へ 131 S36 17 実家 ● 母 0 40 は 、宮

174 S49 50 ☆50 ● 他 0 0 は 、へ 132 S36 15 ▲ ● X 0 0 は

175 S49 15 診療 医師 ● 0 a は 133 S36 * 実家 ● 姑 0 40 は、 へ

176 S49 12 021 ● ● 0 is は 134 S36 12 実家 ● 母 0 40 は

177 S49 15 020 医師 ● 0 60 は 、へ 135 S37 * 実家 医師 母 0 30 は

178 S50 * 診療 ● x 0 0 は 、へ 136 S37 14 婚家 ● 母 0 30 は、 へ

179 S50 12 02] 医師 ● 0 7 は 、へ 137 S37 11 ? ● 母姑 0 40 .は

180 S50 12 020 医師 ● 0 14 は 138 S38 21 婚家 ● 他 0 a は

181 S50 15 診療 ●. x 0 60 は 、へ 139 S38 * 婚家 ● x O 0

182 S50 20 ☆20 医師. ● O 0 は、 へ 140 S38 * ☆20 医師 x O a は

183 S50 51 051 医師 ●. 0 60 は、 へ 141 S38 11 ☆20 医師 x 0 30 は

184 S51 * ☆41 ● 医師 0 0 は 142 S38 * 婚家 ● x ? 0 は 、 へ

185 SSl 21 021 医師 ● 0 60 は 143 S38 * ☆20 医師 X 0 90 は 、 へ

186 S51 15 診療 ● ● a a は

187 S51 12 診療. 医師 x 0 35 は [表1e]

188 S51 * 診療 ● 母 0 0 は 1 II 皿 N V w 粗 柵

189 S51 15 診療 医師 ● 0 40 は 、 へ 144 S39 ll セ ● 母姑 0 40 は

ユ90 ssi 15 020 医師 ● 0 40 は 、 へ 145 S40 15 セ ●. X 0 0 は

isi S51 15 021 ・医 師 ● 0 50 は 、 へ 146 S40 * セ ● 姑 0 40 は 、ぺ

192 S52 21 △21 医師 ● 0 50 は 147 S40 12 セ ●. 母 0 30 は

193 S52 20 020 医師 姑 O 120 は 148 541 13 020 医師 ● 0 40 は

194 S53 * 診療 ● x 0 0 は 、 へ 149 S42 * ☆21 医師 母姑 0 0 は

195 S53 * 診療 医師 ● 0 0 は 、 へ 150 S42 * セ ● X 0 60 は 、へ

196 S53 12 040 医師 姑 0 30 は 、 へ 151 S42 13.セ 医師 ● 0 izo は、 七

197 553 * 診療 医師 ●母 O 0 は 、 七 152 S42 * セ
.
● 母姑 0 50 は、 へ 、ユ

iss S53 20 診 療 ・● 姑 O 0 は 153 S42 13 セ ● 医師 0 45 は、 へ

iss S54 21 ☆20 医師 ● 0 0 は 、 へ 154 S42 21 婚家 ● 姑 0 X は、 へ

200 S55 iz 診療 ● 母姑 0 30 は 、 へ 155 S43 17 ? 医師 母 0 7 は、 宮

201 S55 is 診療 医師 ● 0 17 は 、 へ 156 S43 13 02] 医師 ● 』 0 40 は、 へ

202 S55 52 診療 医師 ● 0 a は 、 へ 157 S44 11 診療 ● 母姑 0 0 は

203 S55 * 診療 医師 ●母 0 a は 、 七 158 S44 * 診療 ● 母姑 0 40 は、 へ、 ユ

204 S56 40 040 医師 医師 0 2 は 、へ 159 S44 * 診療 ● 母 0 30 は、 へ

205 S58 51 021 医師 .● 0 a は 、 へ 160 S45 * 021 ●. 医師 0 0 は

206 S58 40 040 医師 医師 0 0 は 、へ 161 S45 13 診療 ● 医師 0 45 は、 へ

162 S45 .* 診療 ● ・. 母 0 0 は

163 S45 21 診療 ● 姑 0 0 は 、 へ

164 S46 13 診療 医師 ● 0 60 は

165 S46 * 診療 医師 ● 0 a は 、 へ

166 S46 50 ☆50 医師 看 0 a は 、 へ

167 S46 12 020 医師 ● 0 14 は 、 へ

168 S47 * 診療 ● 医師 0 a は
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表2本 市 村 結 婚 形 態 ・通 婚 圏(女 性)

(1987.10.調 査)

[1]出 生年

[II]出 身地*本 市村 ・11門前地区 ・12浦上地 区 ・13本郷地区 ・14諸 岡地区

15七 浦地区 ・16黒島地区 ・17剣地地区 ・20穴水町 ・21輪島市 ・22富来町

40金 沢市 ・41石川県その他 ・50富山県 ・51福井県 ・その他

[皿]本 分 家 ◇ 本家 ・◆ 分家 ・☆他村か らの移入

[】V]結 婚形態 ○嫁 入 り ・●婿養子 ・◎両貰 い ・☆村 内婚

1 皿 皿 N 1 H 皿 N 1 H 皿 N

i M33 .* O ● 32 T14 * ◆ ○☆ 63 S18 15 0 0

2 M35 30 ◆ 0 33 T15 * 0 ○☆ 64 S18 * ◆ ○☆.
3 M36 * 0 Q☆ 34 T15 * O ●☆ 65 519 15 ◆ O

4 M36 52 ◆ 0 35 T15 11 0 0 66 519 * O ●

5 M36 13 ☆ 0 36 S2 12 ☆ 0 67 519 * ◆ ●

6 M38 * 0 ●☆ 37 S3 .* 0 ○☆ 68 S20 11 O 0

7 M41 * 0 ○☆ 38 S3 * 0 .o 69 S20 13 ◆ 0

8 M42 52 ◆ 0 39 S3 * ☆ ●☆ 70 S21 * 0 ●

9 M44 13 0 .o 40 S4 * O ○☆ 71 S21 14 ☆ 0

10 M44 * 0 ●◎☆ 41 S4 * O ○☆ 72 S21 14 ☆ 0

11 M44 * 0 ● 42 S5 * 0 ○☆ 73 S23 15 0 0

12 M44 * ◆ ○☆ 43 S6 * ◆ ○☆ 74 S23 21 0 0

13 T3 * 0 ● 44 S7 * ◆ O 75 S23 12 0 0

14 T4 * 0 ○☆ 45 S7 11 0 0 76 S23 iz ◆ 0

15 T4 * 0 .o 46 S7 * 0 0 77 S23 50 0 0

16 T4 20 ◆ 0 47 S8 * 0 ○☆ 78 S23 * ◆ ○☆

17 T6 * 0 ● 48 S8 14 0 0 79 S24 12 0 0

18 T6 12 ◆ 0 49 S8 14 0 0 80 S24 15 0 0

19 T8 * 0 ● 50 S8 * 0 ○☆ 81 S25 * ◆ ●

20 T9 * 0 ● 51 S10 * 0 ●☆ 82 S26 12 0 0

21 T9 12 ☆ 0 52 S10 11 O 0 83 S26 12 ☆ 0

22 T10 * ◆ O☆ 53 S10 17 0 0 84 S27 51 ◆ O

23 T10 15 ☆ 0 54 S11 * 0 ○☆ 85 S27 * 0 ●

24 Tユ0 11 0 0 55 Sil * ◆ ○☆ 86 S27 15 0 0

25 T11 15 O 0 56 S12 12 ◆ 0 87 S27 13 ◆ 0

26 T11 13 0 0 57 S13 13 O 0 88 S28 40 ☆ 0

27 T11 * 0 ● 58 S14 15 O 0 89 S28 20 O 0

28 T11 14 ☆ 0 59 S14 11 O 0 90 S32 40 ☆ 0

29 T工3 iz 0 0 60 S工4 * O ○☆ 91 S36 20 ☆ 0

30 T14 * ◆ .o 61 S16 * 0 ○☆

31 T14 21 0 0 62 S17 23 0 0
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表3本 市 村産 児数(1985.10.調 査)

出生年 産児数

M32 2

M33 6

M34 5

M35 5

M38 i

M42 3

M44

M44

M44

M44

M44

4

7噛

1

4

2

T3

T3

5

3

T4 5

T6 4

T6 3

Tg

T9

3

2

T10

T10

3

3

Tll

T11

4

1

T13 2

T14

T14

T14

T14

3

3

3

3

T15

T15

T15

3

3

4

52 2

S3

S3

4

2

S4

S4

3

3

S5 2

S6 2

S7

S7

2

3

S8

S8

ss

4

2

2

sio .

S10

S10

3

2

2

Sll

S11
'

2

3

siz 2

S14

S14

3

2

S16

S16

2

2

S17 2

S18 2

S19

S19

2

5

S20

S20

2

3

S21

S21

1

2

S23

S23

S23

2

2

2

S23 2

S23 4

S24 1

S24 1

S25 2

S26 2

S26 2

S26 2

S26 2

S26 2

S27 2
.

S27 z

S27 3

S28 z

S28 z
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